
      

「
袋
田
の
滝
」
、
そ
の
昭
和
史
の
一
端
を
探
る
（
続
々
） 

―
昭
和
二
十
五
年
、
「
日
本
観
光
地
百
選
」
選
定
の
経
緯
― 

 

今
日
、
袋
田
の
滝
は
大
子
町
の
み
な
ら
ず
茨
城
県
を
代
表
す
る
観
光
名
所

と
し
て
位
置
し
、
四
季
折
々
に
多
く
の
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
だ
が

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
は
、
知
名
度
を
上
げ
、
観
光
名
所
に
育
て
上
げ

よ
う
と
先
人
た
ち
が
ひ
た
む
き
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
こ
と
を
明
記
し
て
お

き
た
い
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
あ
ら
ま
し
を
、
本
誌
第
八
九
号
で
は
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
の
「
日
本
新
八
景
」
の
選
定
を
通
し
て
、
ま
た
第
九
二
号
で

は
二
十
五
年
の
「
茨
城
百
景
」
の
選
定
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
で

は
、
三
つ
目
の
取
り
組
み
、
同
じ
二
十
五
年
に
行
わ
れ
た
全
国
レ
ベ
ル
の
「
日

本
観
光
地
百
選
」
選
定
経
過
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

た
だ
そ
の
前
に
、
関
連
す
る
記
念
碑
が
あ
る
こ
と
を
補
足
し
て
お
こ
う
。 

一
つ
は
、
左
に
掲
げ
た
「
日
本
二
十
五
勝
碑
」
で
あ
る
。
昭
和
二
年
の
「
日 

 
 

本
新
八
景
」
の
選
定
で
は
、「
袋 

田
瀑
布
は
四
十
六
万
余
票
を
得 

 
 

 
 

て
滝
と
し
て
は
最
高
位
を
占
む 

る
を
得
た
り
。
然
れ
ど
も
惜
し 

い
哉
自
然
の
景
と
し
て
は
全
く 

 

他
に
類
例
を
見
ざ
る
景
趣
壮
観 

 

を
収
む
る
と
雖
も
更
に
加
ふ
る 

 

に
人
為
的
施
設
に
乏
し
き
を
以

て
八
景
に
入
る
能
は
ず
」
と
さ
れ
、
結
局
「
日
本
二
十
五
勝
地
の
一
と
し
て
」

（
『
大
子
町
史 

資
料
編 

下
巻 

近
現
代
』
）
決
定
さ
れ
た
。
当
碑
に
は
、
「
日
本
二

十
五
勝 

袋
田
の
瀧 

毎
日
新
聞
社
長
本
田
親
男
」
と
彫
ら
れ
、
裏
面
に
は

記
載
が
な
い
。
大
子
町
へ
向
か
う
国
道
一
一
八
号
、
割
山
の
交
差
点
か
ら
左

折
し
、
袋
田
駅
に
つ
な
が
る
県
道
の
途
中
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
碑
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。「
昭
和
二
年
本
社
が
日
本

全
国
か
ら
景
勝
の
地
を
募
つ
た
際
、
日
本
廿
五
勝
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
久
慈

郡
『
袋
田
の
滝
』
を
天
下
に
ひ
ろ
め
よ
う
と
県
商
工
会
議
所
会
頭
竹
内
勇
之

助
氏
を
は
じ
め
地
元
民
は
大
い
に
力
こ
ぶ
を
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
伝
え

聞
い
た
本
社
社
長
本
田
親
男
氏
は
縦
六
尺
、
横
四
尺
の
『
袋
田
の
瀧
』
を
大

書
竹
内
会
頭
に
贈
つ
た
、
大
満
悦
の
同
氏
は
さ
つ
そ
く
太
田
町
に
産
す
る
大

理
石
に
こ
の
揮
ご
う
を
刻
み
、
水
郡
線
袋
田
駅
附
近
に
こ
の
石
碑
を
建
設
す

る
こ
と
に
な
つ
た
」（
昭
和
二
十
五
年
四
月
七
日
付
毎
日
新
聞
茨
城
版
）
、
と
。
こ
こ

か
ら
は
、
碑
の
簡
単
な
由
来
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

も
う
一
つ
の
碑
が
左
の
「
茨
城
百
景
碑
」
で
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
三
月 

 
 

 

か
ら
四
月
に
か
け
て
の
一 

 
 

 

カ
月
間
投
票
が
行
わ
れ
、 

 
 

 

「
観
光
茨
城
を
代
表
す
る 

 
 

 

百
景
」（
二
十
五
年
四
月
二
十 

 
 

 

一
日
付
「
い
は
ら
き
」
新
聞
） 

 
 

 

が
選
定
さ
れ
た
。
そ
こ
に 

 
 

 

入
っ
た
の
が
袋
田
の
滝
で
、 

 
 

 

碑
の
表
面
に
「
茨
城
百
景 

 
 

 
 

袋
田
温
泉
と
四
度
瀧 

茨
城
県
知
事
友
末
洋
治
書
」
、
裏
面
に
は
「
昭
和
二
十
五
年
五
月
選
定 

茨
城

県
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
当
碑
は
旧
袋
田
村
役
場
敷
地
内
に
立
っ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
二
つ
の
碑
は
い
つ
建
立
さ
れ
た
の
か
。
次
の
記
事
が
あ
る
。「
袋
田
村

で
は
来
る
十
一
、
十
二
の
秋
の
袋
田
観
光
祭
に
備
え
茨
城
百
景
及
び
二
十
五

勝
碑
を
六
日
雨
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
駅
か
ら
滝
へ
赴
く
沿
道
に
建
立
し
た
」

日本二十五勝碑 

茨城百景碑 

第１０１号 
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（
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
九
日
付
「
い
は
ら
き
」
新
聞
）
、
と
。
二
十
五
年
十
一
月

六
日
、
同
じ
日
の
建
立
で
あ
る
。
二
つ
の
碑
の
除
幕
式
は
、
そ
の
五
日
後
の

同
月
十
一
日
、
袋
田
観
光
祭
の
各
種
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
の

模
様
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
約
二
千
余
名
の
長
蛇
の
行
列
は
木
遣
の
音
頭
勇

し
く
行
進
、
割
山
に
建
設
の
日
本
廿
五
勝
当
選
記
念
碑
は
可
愛
ら
し
い
稚
児

の
手
で
紅
白
の
ロ
ー
プ
を
切
つ
て
幕
を
と
れ
ば
一
同
の
拍
手
に
…
大
理
石
の

同
碑
は
秋
光
に
さ
ん
と
輝
き
袋
田
の
玄
関
口
は
飾
ら
れ
た
、
次
い
で
茨
城
百

景
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
行
列
は
に
ぎ
や
か
な
山
車
の
お
囃
子
と
共
に
温
泉

ホ
テ
ル
前
ま
で
練
り
歩
い
た
」（
同
年
十
一
月
十
四
日
付
毎
日
新
聞
茨
城
版
）
。
賑

わ
い
の
な
か
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
二
つ
の
碑
の
除
幕
式
で
あ
っ
た
。 

 

さ
て
、
こ
の
袋
田
観
光
祭
の
催
し
は
、
日
本
観
光
地
百
選
当
選
祝
賀
会
も

兼
ね
て
い
た
。
本
稿
の
テ
ー
マ
「
日
本
観
光
地
百
選
」
と
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
だ
っ
た
の
か
。
昭
和
二
十
五
年
七
月
二
十
八
日
付
毎
日
新
聞
一
面
の

中
央
に
、「
新
日
本
観
光
祭 

日
本
観
光
地
百
選 
一
般
投
票
で
決
定 

日
本

観
光
ル
ー
ト
設
定
」
等
の
見
出
し
が
躍
る
社
告
が
載
っ
た
。
何
物
に
も
換
え

が
た
い
財
産
で
あ
る
日
本
の
山
河
を
掘
り
か
え
し
、
新
し
い
粧
い
を
与
え
る

こ
と
は
義
務
だ
と
の
認
識
か
ら
「
新
し
い
観
光
地
百
ヵ
所
」
を
選
び
、
そ
れ

を
結
ん
だ
「
観
光
ル
ー
ト
」
を
設
定
す
る
と
の
趣
旨
で
あ
る
。
海
岸
、
山
岳
、

瀑
布
、
都
邑
等
一
〇
種
目
に
つ
い
て
葉
書
に
よ
る
投
票
を
募
り
、
種
目
ご
と

に
一
〇
の
観
光
地
を
選
定
す
る
方
式
が
と
ら
れ
、
締
切
り
は
九
月
三
十
日
で

あ
っ
た
。
種
目
ご
と
の
投
票
数
は
、
逐
次
毎
日
新
聞
紙
上
で
報
じ
ら
れ
た
。 

 

こ
の
企
画
が
明
ら
か
に
な
っ
て
以
降
、
袋
田
村
は
も
ち
ろ
ん
大
子
地
方
、

茨
城
県
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
を
伝
え
る
最
初
の
記
事

は
、「
景
観
を
天
下
に
け
ん
伝
さ
れ
た
奥
久
慈
の
名
瀑
『
袋
田
の
滝
』
が
名
乗

り
を
挙
げ
よ
う
と
茨
城
交
通
社
長
竹
内
勇
之
助
、
前
水
戸
市
長
風
戸
元
愛
、

太
田
町
長
宮
田
重
文
諸
氏
等
を
中
心
と
し
て
企
画
さ
れ
て
い
る
」（
昭
和
二
十

五
年
八
月
二
十
日
付
毎
日
新
聞
茨
城
版
、
以
下
紙
名
は
略
）
と
い
う
も
の
。
ま
た
、

袋
田
観
光
協
会
（
二
十
三
年
四
月
発
足
）
は
二
十
五
年
八
月
二
十
四
日
に
会
合

を
も
ち
、
協
議
の
結
果
「
役
場
に
対
策
本
部
を
設
け
て
、
保
内
郷
の
町
村
長

に
応
援
を
依
頼
す
る
ほ
か
水
郡
線
と
常
磐
線
各
駅
に
立
札
を
掲
示
、
各
種
団

体
長
、
事
業
場
主
を
招
き
座
談
会
を
開
催
、
県
外
県
人
会
に
呼
び
か
け
て
投

票
を
依
頼
す
る
な
ど
、
か
つ
て
日
本
廿
五
勝
に
当
選
の
体
験
を
活
か
し
て

大
々
的
に
猛
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
」（
同
年
八
月
二
十
六
日
付
）
を
決
定
し
た
。

他
に
も
、
例
え
ば
投
票
を
呼
び
か
け
る
茨
城
県
観
光
連
盟
、
袋
田
観
光
協
会
、

茨
城
県
商
工
会
議
所
、
保
内
郷
町
村
会
連
名
の
新
聞
広
告
、
友
末
県
知
事
の

県
民
へ
の
投
票
依
頼
、
地
元
民
の
み
な
ら
ず
小
中
学
生
を
も
動
員
し
た
投
票

行
動
、
在
京
県
人
会
の
投
票
呼
び
か
け
等
々
多
彩
な
取
り
組
み
が
続
い
た
。

投
票
締
切
り
直
前
に
は
、
袋
田
村
の
「
岡
村
村
長
、
立
原
観
光
協
会
会
長
、

藤
田
助
役
、
中
林
袋
田
駅
長
ら
は
ハ
イ
ヤ
ー
で
各
地
の
『
袋
田
滝
』
投
票
対

策
本
部
を
訪
れ
後
援
に
対
し
謝
意
と
一
層
の
奮
闘
を
依
頼
し
て
い
る
、
廿
七

日
か
ら
袋
田
駅
で
は
駅
員
全
家
族
が
ホ
ー
ム
に
出
動
、
乗
降
客
に
応
援
を
呼

び
か
け
た
り
そ
の
他
中
、
小
学
校
や
各
市
町
村
長
に
檄
を
飛
ば
し
て
声
援
を

こ
う
な
ど
ゴ
ー
ル
イ
ン
を
前
に
全
村
一
致
必
勝
の
熱
意
に
も
え
て
い
る
」（
同

年
九
月
二
十
八
日
付
）
、
と
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
奔
走
ぶ
り
で
あ
っ
た
。 

 

結
果
発
表
は
十
月
十
日
。
瀑
布
種
目
で
袋
田
の
滝
は
四
六
万
二
一
八
六
票

を
得
て
第
二
位
に
入
選
、
茨
城
県
関
係
で
は
、
他
に
都
邑
種
目
で
日
本
水
郷

（
千
葉
・
茨
城
）
が
第
七
位
に
入
っ
た
。
入
選
時
の
様
子
を
新
聞
は
、「
地
元
に

歓
声
が
わ
き
上
つ
た
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
順
位
変
動
に
一
喜
一
憂
の
連
続

で
は
あ
つ
た
が
二
ヵ
月
間
に
わ
た
る
地
元
民
の
郷
土
愛
に
燃
え
た
熱
烈
な
運

動
が
奏
功
し
た
わ
け
で
あ
る
」（
同
年
十
月
十
一
日
付
）
、
と
報
じ
て
い
る
。
入

選
は
、
袋
田
村
の
村
長
等
関
係
者
を
核
と
し
な
が
ら
も
、
ま
さ
に
各
界
各
層

と
連
携
し
た
種
々
の
取
り
組
み
が
結
実
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。 

 
日
本
二
十
五
勝
、
茨
城
百
景
、
日
本
観
光
百
選
、
こ
れ
ら
へ
の
入
選
は
、

袋
田
の
滝
を
軸
に
し
た
観
光
地
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
て
い
く
重
要
な
契
機

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
単
に
袋
田
村
に
と
ど
ま
ら
ず
、
昭
和
二
十
五
年
十
二
月

の
奥
久
慈
観
光
協
会
の
結
成
、
二
十
八
年
の
奥
久
慈
県
立
公
園
の
指
定
へ
と

つ
な
が
り
、
三
十
年
の
合
併
に
よ
る
新
生
大
子
町
で
は
自
然
資
源
を
活
か
し

た
観
光
地
づ
く
り
が
地
域
振
興
の
重
要
な
柱
に
な
っ
て
い
く
。
（
齋
藤
典
生
） 



 
 

 

瀬
谷
先
生
の
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤
津
康
明 

 
 

 

 
 

 

本
年
九
月
、『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
が
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
の
創
刊
か

ら
四
半
世
紀
を
経
て
百
号
を
数
え
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
関
係
者
の
皆
様
の
継
続
的
な
活
動
に
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。 

 

こ
れ
を
機
に
、
編
集
事
務
局
か
ら
過
去
の
全
冊
子
を
お
借
り
し
て
拝
読
す

る
な
か
で
、
平
成
十
六
年
三
月
発
行
の
第
三
〇
号
に
目
が
止
ま
っ
た
。
本
県

の
地
方
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
故
瀬
谷
義
彦
先
生
が
、
少
年
時
代
の
思

い
出
を
も
と
に
大
子
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
書
か
れ
た
随
筆
が
、
掲
載
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

瀬
谷
先
生
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
多
賀
郡
鮎
川
村(

現
日
立
市)

に
生

ま
れ
、
平
成
二
十
七
年
に
百
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
間
、
茨
城
大
学
な
ど
で

教
鞭
を
執
り
な
が
ら
、
数
多
く
の
論
文
や
著
書
を
残
さ
れ
た
。
郷
土
史
ひ
と

つ
見
て
も
、
茨
城
県
史
や
県
内
各
地
の
多
く
の
市
町
村
史
に
関
わ
ら
れ
、
当

町
で
も
町
史
の
監
修
に
あ
た
り
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
昭
和
六

十
三
年(

一
九
八
八)

発
行
の
『
大
子
町
史 

通
史
編 

上
巻
』
に
お
い
て
先
生
は
、

水
戸
藩
の
庶
民
教
育
施
設
の
一
つ
で
あ
っ
た
大
子
郷
校
を
主
題
に
執
筆
さ
れ

て
お
り
、
郷
校
の
書
庫
で
あ
っ
た
文
武
館
文
庫(

町
指
定
文
化
財)

に
つ
い
て
は
、

「
こ
の
建
造
物
は
、
水
戸
藩
郷
校
関
係
の
建
物
と
し
て
残
る
唯
一
の
も
の
で

あ
り
、
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

私
が
初
め
て
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
、
約
三
〇
年
前
、
先
生
が
七
〇
代

半
ば
で
、
教
育
と
研
究
の
功
に
よ
り
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
受
け
ら
れ
た
頃

で
あ
る
。
そ
の
後
、
お
目
に
か
か
る
機
会
は
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
あ
る
夏

の
日
、
義
父
と
共
に
、
さ
わ
さ
わ
と
葉
擦
れ
の
す
る
竹
林
を
抜
け
て
先
生
の

ご
自
宅
に
お
伺
い
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
に
、
私
が
学
生
時
代
に
専
攻

し
た
英
米
文
学
の
話
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。 

 

さ
て
、
前
述
し
た
先
生
の
随
筆
は
「
奥
久
慈
、
そ
し
て
袋
田
の
滝
・
・
・

心
に
残
る
そ
の
風
景
が
、
私
の
大
子
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
で

始
ま
る
。 

瀬
谷
先
生
が
初
め
て
当
地
を
訪
れ
た
の
は
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
の
悲
願

で
あ
っ
た
水
郡
線
の
常
陸
大
子
駅
ま
で
の
延
伸
が
実
現
し
た
昭
和
二
年
三
月
。

日
立
中
学
の
合
格
祝
い
と
し
て
の
父
親
と
の
二
人
旅
で
あ
っ
た
。
車
窓
か
ら

の
景
色
を
、
先
生
は
「
久
慈
川
の
清
流
、
ふ
く
ら
み
を
見
せ
始
め
た
よ
う
な

木
立
の
美
し
い
山
々
、
奥
久
慈
の
風
景
は
、
私
に
は
天
下
の
絶
景
の
よ
う
に

思
わ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
袋
田
の
滝
に
つ
い
て
は
「
滝
の
川

を
石
を
踏
み
越
え
な
が
ら
、
滝
壺
が
目
下
に
見
え
る
大
き
な
岩
場
に
た
ど
り

着
い
た
。
初
め
て
見
る
滝
、
見
上
げ
る
滝
の
壮
大
な
景
色
に
は
、
何
と
い
っ

て
よ
い
か
分
ら
ぬ
く
ら
い
感
動
し
た
」
、
と
あ
る
。
観
瀑
ト
ン
ネ
ル
が
整
備
さ

れ
る
五
〇
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。 

文
中
に
は
、
先
生
が
、
袋
田
の
滝
や
久
慈
川
を
詠
ま
れ
た
句
も
あ
る
。 

 

谷
つ
き
て
氷
瀑
天
に
連
な
れ
り 

山
越
へ
て
逆
光
氷し

花が

を
把
へ
け
り 

 

少
年
期
の
瀬
谷
先
生
が
大
子
の
地
に
降
り
立
っ
て
か
ら
九
四
年
と
な
る

今
年
三
月
、
水
郡
線
は
台
風
災
害
に
よ
る
約
一
年
半
の
空
白
を
経
て
、
全
線

運
転
再
開
を
果
た
し
た
。
奥
久
慈
清
流
ラ
イ
ン
の
愛
称
を
持
つ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
両
は
、
先
生
が
好
ん
だ
明
媚
な
大
自
然
の
中
を
、
再
び
力
強
く
走
り
始
め

た
。
大
子
町
は
、
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
新
た
な
令
和
の
時
代

を
進
も
う
と
し
て
い
る
。 

先
生
が
天
寿
を
全
う
さ
れ
て
か
ら
、
早
六
年
の
月
日
が
流
れ
た
。 

今
年
の
冬
は
、
か
つ
て
先
生
が
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
氷
瀑
が
天
に
連
な
り
、

氷
花
が
逆
光
に
映
え
る
だ
ろ
う
か
。 

（
大
子
町
副
町
長
） 



水
戸
藩
初
頭
の
頃
の
保
内 

  

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
佐
竹
氏
が
秋
田
へ
と
国
替
え
に
な
り
、
旧
佐
竹

領
は
徳
川
家
康
の
直
轄
地
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
家
康
は
武
田

信
吉
（
家
康
五
男
）
、
長
福
丸
（
家
康
十
男
、
後
の
紀
州
藩
祖
頼
宣
）
、
頼
房
（
家
康

十
一
男
）
ら
自
分
の
息
子
た
ち
を
旧
佐
竹
領
の
領
主
と
し
、
最
終
的
に
は
頼
房

を
藩
祖
と
す
る
水
戸
藩
が
誕
生
し
ま
し
た
。
水
戸
藩
誕
生
の
頃
の
保
内
（
大

子
町
域
）
に
つ
い
て
は
、
生
瀬
の
乱
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の

状
況
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
当
時
の
保
内
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

 

【
保
内
地
域
の
支
配
者
層
の
交
代
】 

 

徳
川
頼
房
に
よ
る
治
世
が
始
ま
っ
た
頃
、
保
内
地
域
に
は
、
佐
竹
氏
の
秋

田
国
替
え
に
随
行
し
な
か
っ
た
武
士
が
残
り
ま
し
た
。
地
域
の
支
配
者
層
で

あ
っ
た
彼
ら
の
多
く
は
農
民
と
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
一
部
の
有
力
な
者
が

水
戸
藩
の
郷
士
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
ま
す
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
の
水

戸
藩
の
物
成
給
人
（
郷
士
）
を
書
き
上
げ
た
史
料
（
「
寛
永
文
書
」
）
に
は
、
益
子

和
泉
（
大
子
、
高
百
石
）
、
桜
岡
善
左
衛
門
（
大
子
、
高
五
十
石
）
、
黒
崎
弥
六
（
大

子
、
屋
敷
分
高
十
石
）
、
永
山
（
長
山
）
杢
右
衛
門
（
浅
川
、
高
五
十
石
）
、
大
山
九

左
衛
門
（
黒
沢
、
屋
敷
分
高
七
石
）
の
名
前
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
下

野
国
な
ど
別
の
地
域
に
出
自
を
持
つ
者
も
少
な
く
な
く
、
水
戸
藩
初
頭
の
段

階
で
、
地
域
の
中
核
を
担
う
人
物
が
、
佐
竹
氏
の
時
代
と
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
の
史
料
を
見
て
み
ま
す
。 

 
 

久
慈
郡
大
生
瀬
村
の
内
百
拾
石
五
斗
、
領
内
池
田
村
の
内
八
拾
九
石
四

斗
余
、
合
弐
百
石
の
事
扶
助
せ
し
め
お
わ
ん
ぬ
、
領
地
す
べ
き
者
也
、 

 
 

 

元
和
七
年 

 
 

 
 

 

十
二
月
十
八
日 

（
頼
房
黒
印
） 

 
 

 
 

 
 

岡
本
数
馬
と
の
へ 

（
『
戦
国
遺
文
房
総
編
』
、
読
み
下
し
た
も
の
） 

こ
れ
は
、
ほ
ぼ
未
紹
介
の
徳
川
頼
房
知
行
宛
行
状
で
、
下
野
国
塩
谷
氏
家

臣
で
あ
っ
た
岡
本
数
馬
に
保
内
の
村
の
領
有
を
認
め
た
も
の
で
す
。
他
地
域

出
身
の
武
士
が
保
内
に
入
り
こ
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

【
保
内
地
域
の
産
物
】 

 

水
戸
藩
に
と
っ
て
、
保
内
は
様
々
な
産
物
の
供
給
場
所
と
し
て
も
重
要
で

し
た
。
史
料
上
確
認
さ
れ
る
の
は
、
火
付
用
の
薪
と
鉱
物
の
金
で
す
。
水
戸

藩
は
武
茂
（
現
那
珂
川
町
）・
保
内
・
長
倉
（
現
常
陸
大
宮
市
）
産
の
薪
を
利
用
し

て
お
り
、
那
珂
川
水
運
を
通
じ
て
水
戸
城
ま
で
運
ん
で
い
ま
し
た
（
「
寛
永
文

書
」
）
。
ま
た
、
十
六
世
紀
末
に
急
速
に
開
発
さ
れ
た
金
山
は
、
初
期
の
水
戸
藩

に
と
っ
て
も
重
要
な
財
源
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。「
保
内
金
山
」
の
番
を

水
戸
藩
が
直
々
に
命
じ
て
い
る
こ
と
（
「
寛
永
文
書
」
）
か
ら
も
、
そ
の
重
要
性

が
確
認
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
金
山
か
ら
の
収
益
金
が
上
納
さ
れ
な
い
こ
と

も
問
題
と
な
っ
て
い
て
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
は
、
塩
沢
金
山
の
金

掘
達
が
未
進
し
た
売
付
金
を
、
郷
士
の
益
子
、
桜
岡
、
黒
崎
等
が
立
て
替
え

て
納
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
「
常
陸
国
北
郡
里
程
間
数
之
記
」
）
。 

 

【
水
戸
藩
支
藩
「
保
内
藩
」
の
誕
生
】 

 

水
戸
藩
誕
生
当
時
か
ら
、
保
内
は
水
戸
藩
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
頼
房
が
死
去
す
る
と
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
光
圀
は
、

自
ら
の
弟
松
平
頼
隆
（
頼
房
五
男
）
に
、
水
戸
藩
領
保
内
地
域
二
万
石
を
分
け

与
え
、
独
立
さ
せ
ま
す
。
こ
こ
で
、
水
戸
藩
支
藩
「
保
内
藩
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
、
幕
府
か
ら
頼
隆
に
府
中
（
現
石
岡
市
）

を
含
む
常
陸
国
内
及
び
陸
奥
国
内
の
所
領
二
万
石
が
加
増
さ
れ
る
と
、
頼
隆

は
保
内
二
万
石
を
水
戸
藩
に
返
上
し
た
た
め
、
わ
ず
か
四
十
年
弱
で
「
保
内

藩
」
は
解
体
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
（
代
わ
っ
て
府
中
藩
が
誕
生
し
ま
す
）
。「
保
内

藩
」
時
代
の
記
録
は
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
治
世
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
水
戸
藩
内
で
保
内
が
独
立
し
た
地
域
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
支
藩
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
（
藤
井
達
也
） 



依
上
城
と
そ
の
周
辺
の
城
館 

 

五
十
嵐
雄
大 

 

大
子
町
塙
に
は
依
上
城
と
い
う
中
世
の
城
館
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今

で
も
土
塁
や
人
工
的
な
斜
面
な
ど
の
遺
構
が
手
つ
か
ず
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
二
所
・
中
城
・
戸
ノ
内
・
城
下
・
ユ
ウ
ゲ
エ
・
ネ
ゴ
ヤ
な
ど
城
跡

に
関
係
す
る
地
名
や
屋
号
も
残
さ
れ
て
い
て
、
か
つ
て
の
城
の
大
き
さ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。 

 

依
上
城
は
佐
竹
一
族
の
依
上
氏
の
城
跡
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
族

は
佐
竹
の
乱
（
山
入
の
乱
）
で
、
山
入
佐
竹
氏
側
に
味
方
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
に
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
の
攻
撃
で
城
は
落
城
し
、

依
上
氏
は
没
落
し
ま
し
た
。
そ
の
後
こ
の
城
一
帯
を
統
治
し
た
の
が
白
河
結

城
氏
で
し
た
。
し
か
し
、
白
河
結
城
氏
は
こ
の
後
鎌
倉
公
方
と
対
立
し
て
い

た
室
町
幕
府
側
に
寝
返
り
、
応
永
三
十
五
年
（
一
四
二
八
）
に
再
び
持
氏
の
攻

撃
を
受
け
ま
し
た
。
依
上
城
は
、
大
子
町
の
中
世
城
館
の
中
で
、
史
料
で
戦

闘
を
二
度
確
認
で
き
る
貴
重
な
遺
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
依
上
城
を
中
心
に
周
辺
を
見
る
と
別
の
見
方
が
で
き
ま
す
。
図

を
見
る
と
依
上
城
周
辺
に
①
か
ら
⑧
ま
で
小
規
模
な
城
砦
を
い
く
つ
も
確
認

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
城
砦
は
依
上
城
を
向
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
城
を
取

る
た
め
の
陣
城
や
向
館
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
景
観
と
史
料
を
合
わ
せ
る

と
、
こ
れ
ら
の
城
館
を
築
い
た
の
は
、
足
利
持
氏
軍
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
が
同
じ
時
期
に
機
能
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
大
子
町
が
か

つ
て
は
戦
い
の
中
心
地
だ
っ
た
こ
と
が
景
観
か
ら
も
窺
え
ま
す
。 

（
茨
城
城
郭
研
究
会
） 

   

 

① 芦野倉城 
② 芦野倉堀ノ内 
③ 高岡城 
④ 山田館 
⑤ 仮称 性徳寺砦 
⑥ 下金沢未城 
⑦ 下金沢古舘 
⑧ 女倉(悪倉)館 



 
 

 

炎
と
闘
う
男
た
ち
（
一
） 

 

大
金
祐
介 

 
  

木
造
建
築
の
多
い
日
本
で
は
、
ひ
と
た
び
火
災
が
発
生
し
て
し
ま
う
と
、

一
瞬
の
う
ち
に
人
々
の
生
活
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。
近
代
の
日
本
に
お
い

て
、
火
災
と
闘
っ
た
の
は
、
消
防
組
（
現
在
の
消
防
団
の
前
身
）
で
あ
っ
た
。
明

治
二
十
七
年
に
大
子
町
に
設
置
さ
れ
た
大
子
町
第
一
消
防
組
は
、
幾
多
の
火

災
と
闘
い
な
が
ら
、
能
力
向
上
に
努
め
、
県
下
随
一
と
評
さ
れ
る
ま
で
に
成

長
し
た
。
今
回
は
、「
炎
と
闘
う
男
た
ち
」
と
題
し
、
四
回
に
わ
た
っ
て
、
大

子
町
第
一
消
防
組
の
誕
生
か
ら
県
下
随
一
の
消
防
組
に
成
長
す
る
ま
で
の
約

四
〇
年
間
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
た
い
。 

 

日
本
の
消
防
組
織
の
源
流
は
、
江
戸
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸

に
は
幕
府
に
よ
り
武
家
火
消
（
定
火
消
、
大
名
火
消
）
と
町
火
消
が
設
置
さ
れ
、

江
戸
以
外
の
大
都
市
や
城
下
町
に
は
藩
な
ど
に
よ
り
江
戸
に
準
じ
た
消
防
組

織
が
設
置
さ
れ
た
。
消
火
方
法
は
、
建
物
等
を
破
壊
し
て
延
焼
を
防
ぐ
こ
と

で
消
火
を
図
る
破
壊
消
火
が
主
流
で
あ
っ
た
。
竜
吐
水
や
水
鉄
砲
な
ど
の
放

水
器
具
は
あ
っ
た
が
、
注
水
消
火
を
行
な
う
能
力
は
な
か
っ
た
。 

 

江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
消
防
組
織
は
、
明
治
維
新
後
も
引
き
継
が
れ
、

都
市
や
府
県
ご
と
に
近
代
化
が
図
ら
れ
た
。
消
火
方
法
は
、
高
性
能
な
消
防

ポ
ン
プ
（
腕
用
ポ
ン
プ
や
蒸
気
ポ
ン
プ
等
）
の
導
入
や
消
防
水
利
の
充
実
に
よ
り
、

次
第
に
注
水
消
火
が
主
流
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

明
治
二
十
七
年
二
月
十
日
、
消
防
組
規
則
（
明
治
二
十
七
年
勅
令
第
十
五
号
）

が
公
布
さ
れ
、
即
日
、
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
都
市
や
府
県
ご
と
に

異
な
り
、
地
域
差
の
著
し
か
っ
た
、
消
防
組
織
や
消
防
に
係
る
制
度
が
よ
う

や
く
全
国
で
統
一
さ
れ
た
。 

 

消
防
組
規
則
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
消
防
組
は
、
原
則
と

し
て
防
火
、
消
火
を
任
務
と
す
る
。
②
消
防
組
は
、
原
則
と
し
て
市
町
村
単

位
で
設
置
す
る
。
③
消
防
組
に
関
す
る
経
費
は
、
市
町
村
が
負
担
す
る
。
④

消
防
組
の
職
制
（
組
頭
、
小
頭
、
消
防
手
）
が
定
め
ら
れ
る
。
⑤
消
防
組
の
設
置

に
関
す
る
権
限
は
、
府
県
知
事
が
有
す
る
。
⑥
消
防
組
は
、
警
察
部
長
及
び

警
察
署
長
の
指
揮
、
監
督
を
受
け
る
。 

消
防
組
は
、
現
在
の
消
防
団
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
一
方
、
⑥
の
よ
う

に
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。 

 

明
治
二
十
七
年
八
月
十
三
日
、
茨
城
県
令
第
三
十
四
号
に
よ
り
、
県
内
最

初
の
消
防
組
の
一
つ
と
し
て
、
大
子
消
防
組
が
設
置
さ
れ
た
。
区
域
は
大
子

町
大
字
大
子
で
、
定
員
は
百
名
で
あ
っ
た
。
大
子
消
防
組
は
、
後
に
大
子
町

大
字
上
岡
、
山
田
を
区
域
と
す
る
大
子
町
第
二
消
防
組
が
設
置
さ
れ
る
と
、

名
称
を
大
子
町
第
一
消
防
組
に
変
更
し
た
。 

 

保
内
郷
の
各
町
村
で
は
、
概
し
て
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
消
防
組
が
設

置
さ
れ
た
。
消
防
組
の
区
域
は
、
経
費
負
担
の
都
合
上
、
当
初
は
町
村
内
の

一
部
地
域
に
限
ら
れ
、
徐
々
に
全
域
に
拡
大
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。 

（
大
子
町
大
子
在
住
） 

保内郷各町村の消防組設置年月日 

名称 設置年月日 

大子町第一消防組 明治 27年 8 月 13 日 

宮川村消防組 明治 27年 8 月 13 日 

上小川村消防組 明治 42 年 7 月 8 日 

下小川村消防組 明治 44年 6 月 12 日 

大子町第二消防組 大正 2 年 2 月 17 日 

袋田村消防組 大正 3 年 2 月？ 

依上村消防組 大正 5 年 3 月 6 日 

諸富野村消防組 大正 8 年 5 月 29 日 

生瀬村消防組 大正 9年 12 月 13 日 

黒澤村消防組 大正 10年 4 月 14 日 

佐原村消防組 大正 12 年 4 月 9 日 

※『茨城県報』及び黒澤常葉『茨城消防発達史

料』（茨城消防発達史料刊行会、1930 年）によ

り作成 



昔
話
の
「
柴
」
と
人
と
の
関
わ
り 

 

齋
藤
仁
司 

 

「
む
か
し
昔
、
あ
る
と
こ
ろ
に
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
住
ん
で
い

ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
山
へ
柴
刈
り
に
、
お
ば
あ
さ
ん
は
川
へ
洗
濯
に
行

き
ま
し
た
」
。 

こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
御
存
知
の
と
お
り
、
日
本
昔
話
「
桃
太
郎
」
の
一
節

で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
あ
る
と
こ
ろ
」
と
は
、
特
定
の
場
所
を
指
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
中
山
間
地
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
風
景
を
表
現
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

「
山
へ
柴
刈
り
に
」
の
、「
山
」
は
身
近
な
里
山
で
あ
り
、
地
域
の
端
山
（
は

や
ま
）
辺
り
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
幼
児
期
の
記
憶
か
ら
思
い
起
こ
す
と
、「
柴
」

と
は
、
田
畑
に
鋤
き
込
む
た
め
の
幼
木
や
小
枝
、
葉
っ
ぱ
や
草
等
の
こ
と
で

あ
り
、
肥
料
に
な
っ
た
り
、
牛
馬
の
飼
料
だ
っ
た
り
、
ま
た
、
薪
等
の
火
を

燃
や
す
た
め
の
も
の
と
多
機
能
な
役
割
を
兼
ね
備
え
て
い
た
も
の
で
は
な
い

か
と
想
像
す
る
。 

「
川
に
洗
濯
は
」
は
、
里
山
に
は
小
川
等
が
家
の
近
く
に
流
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
汚
れ
た
衣
類
等
を
手
洗
い
し
て
い
る
光
景
の
こ
と
だ
と
思
う
。 

こ
れ
ら
の
風
景
は
、
日
本
の
原
風
景
で
あ
り
、
ど
こ
に
で
も
見
ら
れ
た
里

山
の
風
景
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

こ
の
昔
話
の
「
柴
」
に
注
目
し
て
、
昔
の
人
の
営
み
、
生
業
（
な
り
わ
い
）

を
考
察
し
て
み
た
い
。「
柴
」
は
、
牛
馬
の
主
食
と
し
て
の
草
木
で
後
に
肥
料

と
な
る
。
ま
た
、
燃
料
に
す
る
小
枝
で
あ
り
、
家
の
わ
ら
屋
根
材
の
茅
（
か
や
）

で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。 

大
生
瀬
地
区
は
、
雑
木
山
林
、
草
地
や
畑
、
そ
し
て
谷
津
田
の
水
田
等
か

ら
構
成
さ
れ
る
地
域
で
あ
り
、
傾
斜
地
の
多
い
里
山
の
景
観
を
有
し
て
い
る
。

雑
木
林
で
薪
を
刈
り
、
落
葉
を
集
め
、
牛
馬
の
飼
料
と
な
る
下
草
を
刈
り
採

っ
て
い
た
。
夜
が
明
け
る
の
を
待
っ
て
朝
早
く
か
ら
働
い
た
。
こ
れ
を
朝
草

刈
り
と
呼
ん
だ
。
牛
馬
に
踏
ま
せ
た
草
や
落
葉
を
堆
肥
に
し
、
薪
を
燃
や
し

た
後
の
灰
、
人
や
家
畜
の
糞
尿
ま
で
も
肥
料
に
し
て
田
畑
を
耕
作
し
、
維
持

し
て
い
た
。 

毎
朝
の
朝
食
前
の
朝
草
刈
り
、
そ
し
て
夕
食
後
の
繩
や
足
中
、
草
履
や
筵
、 

俵
、
炭
俵
編
み
等
の
「
夜
割
（
ヨ
ワ
リ
）
」
と
称
す
る
作
業
等
を
一
日
中
、
春

か
ら
秋
ま
で
毎
日
営
ん
で
い
た
。 

冬
に
な
る
と
、
麦
の
栽
培
等
を
除
い
て
作
業
が
一
段
落
す
る
。
前
述
の
「
夜

割
」
と
同
じ
作
業
を
す
る
一
方
で
、
端
山
や
そ
の
先
の
奥
山
に
入
り
、
薪
を

刈
り
、
落
葉
を
掃
き
集
め
、
炭
を
焼
い
た
。
炭
焼
き
小
屋
は
、
土
と
水
が
あ

れ
ば
よ
く
、
木
炭
は
軽
く
な
る
の
で
運
搬
し
や
す
く
、
換
金
価
値
も
高
か
っ

た
の
で
徐
々
に
家
か
ら
離
れ
た
奥
山
や
端
山
で
も
営
ま
れ
て
い
た
。 

 

雑
木
林
は
、
薪
や
炭
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
十
年
か
ら
二
十
年
程
度
の

周
期
で
伐
採
さ
れ
た
。
そ
の
切
り
株
か
ら
多
数
の
萌
芽
が
発
生
し
、
山
林
の

再
生
が
図
ら
れ
て
き
た
。
里
山
に
は
、
こ
の
「
農
用
林
」
と
し
て
の
重
要
な

役
割
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
「
農
用
林
」
里
山
は
、
多
様
な
生

物
の
生
息
環
境
と
し
て
、
ま
た
、
水
源
涵
養
、
災
害
防
止
等
の
機
能
を
も
発

揮
す
る
空
間
と
し
て
も
大
切
で
あ
る
。 

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
以
降
は
、
電
気
、
ガ

ス
等
の
普
及
に
伴
い
、
草
履
で
も
歩
け
る
身
近
な
山
の
管
理
や
作
業
も
放
棄

さ
れ
、
荒
れ
放
題
に
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
今
は
住
民
の
高

齢
化
の
波
が
拍
車
を
か
け
て
い
る
。 

 
私
た
ち
は
、
朝
起
き
る
と
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
油
等
を
使
い
、
さ
ら

に
夜
も
電
気
等
を
使
っ
て
、
間
接
的
に
地
球
を
傷
つ
け
て
い
る
。
人
類
の
生

活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
地
球
の
平
均
気
温
は
年
々
上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
熱
波
や
洪
水
等
の
異
常
気
象
の
増
加
、
海
面
上

昇
に
よ
る
島
嶼
部
の
水
没
な
ど
様
々
な
事
象
が
現
実
の
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。 

「
山
へ
柴
刈
り
に
、
川
へ
洗
濯
に
」
の
「
温
故
知
新
」
の
営
み
を
私
は
希

求
し
て
止
ま
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
子
町
大
生
瀬
在
住
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大子の今昔 

写 真 帳 
№６ 

久慈川対岸から見た 
大子の市街地の様子 

（明治４０年から大正７年までの間に発行された 
ものと推測される絵葉書 大金祐介氏所有） 
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）
十
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一
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現  在 

明治末期から大正前期の頃 

久慈川対岸の池田もしくは

北田気地区から大子市街地を

撮影したもの。上の写真は、絵

葉書の仕様により、明治 40 年

から大正 7 年の間に発行され

たものであることが推測され

ます。押川の橋は見えますが、

まだこの頃、水郡線は開通して

おりませんでした。また、現在、

大子町役場のあるあたりに建

物はなく、瀬戸田という字名ど

おり一面水田だったものと思

われます。  （大金真理子） 


